
































































































































































































































































































表 2 受け入れ企業が技能実習生に必要だと考える日本語力 
	































































































































































































く、約 6 割いることがわかった。 
 日本語の学習と日本への長期滞在・定住についての志向は関連すると思われる。アンケー
トでは、今後についてどう考えているかを「実習終了後、国へ帰る」、「できるだけ日本で仕
事を続けたい」、「その他」の中から選んでもらった。その結果、A 社の実習生 19 人のうち
15人（78.9％）が、また、B社の実習生 65人のうち 47 人（72.3％）が「できるだけ日本で
仕事を続けたい」を選んだ。 
 さらに、日本語の学習を行っていると答えた人に学習方法を複数回答で尋ねた。A社の実














かったのが「上司」と「上司以外の日本人」だった。A社では「上司」は 12 人、「上司以外 
 




 技能実習生の日本語使用のニーズを探るため、調査 1 で受け入れ企業に対して尋ねたの
と同じ 11項目で技能実習生に日本語使用の必要性を尋ねた。結果を表 4に示す。 
 実習生が最も高いニーズを感じていたのは、「作業道具や機械の名前（語彙）を聞いて理
解する」と「作業工程や作業規則などの詳しい指示や注意を聞いて理解する」という言語行
場所 相手 A（％） B（％） 
①職場 
a.上司 12（42.9） 49(34)  
b.上司以外の日本人 10(35.7)  54(37.5) 
c.技能実習生の仲間 6(21.4) 38(26.4) 
d.その他 3(10.7) 3(2.1) 
②職場外 
a.近所の人 6(26.1) 19(21.1) 
b.お店の人 15(65.2) 46(51.1) 
c.寮の人 2(8.7) 21(23.3) 
d.その他 0 4(4.4) 
















































































































1	 15(83.3)	 36(55.4)	 3(16.7)	 26(40)	 0	 3(4.6)	
2	 11(61.1)	 18(27.7)	 7(38.9)	 41(63.1)	 0	 4(6.2)	
3	 16(88.9)	 35(53.8)	 2(11.1)	 26(40)	 0	 2(3.1)	
4	 2(11.1)	 17(26.2)	 15(83.3)	 39(60)	 1(5.6)	 8(12.3)	
5	 0	 13(20)	 9(50)	 32(49.2)	 7(38.9)	 18(27.7)	
6	 12(66.7)	 28(43.1)	 6(33.3)	 34(52.3)	 0	 2(3.1)	
7	 1(5.6)	 20(30.8)	 14(77.8)	 41(63.1)	 3(16.7)	 3(4.6)	
8	 12(66.7)	 34(52.3)	 6(33.3)	 29(44.6)	 0	 1(1.5)	
9	 0	 15(23.1)	 7(38.9)	 39(60)	 7(38.9)	 9(13.8)	
10	 7(38.9)	 26(40)	 11(61.1)	 35(53.8)	 0	 2(3.1)	
11	 1(5.6)	 12(18.5)	 16(88.9)	 45(69.2)	 1(5.6)	 6(9.2)	


















































1	 15(83.3)	 36( 5.4)	 3(16.7)	 26(40)	 0	 3(4.6)	
2	 1(61.1)	 18(27.7)	 7(38.9)	 41(63.1)	 0	 4(6.2)	
3	 16( 8.9)	 35(53.8)	 2( 1.1)	 26(40)	 0	 2(3.1)	
4	 2( 1.1)	 17(26.2)	 15(83.3)	 39(60)	 1(5.6)	 8(12.3)	
5	 0	 13(20)	 9(50)	 32(49.2)	 7(38.9)	 18(27.7)	
6	 12( 6.7)	 28(43.1)	 6( 3.3)	 34(52.3)	 0	 2(3.1)	
7	 1(5.6)	 20(30.8)	 14( 7.8)	 41(63.1)	 3(16.7)	 3(4.6)	
8	 12( 6.7)	 34(52.3)	 6( 3.3)	 29( 4.6)	 0	 1(1.5)	
9	 0	 15(23.1)	 7(38.9)	 39(60)	 7(38.9)	 9(13.8)	
10	 7(38.9)	 26(40)	 1(61.1)	 35(53.8)	 0	 2(3.1)	
1	 1(5.6)	 12(18.5)	 16( 8.9)	 45(69.2)	 1(5.6)	 6(9.2)	








































A(%)  B(%) 
必要 
A(%)  B(%) 
あまり必要ではない 
A(%)  B(%) 
1 15(83.3) 36(55.4) 3(16.7) 26(40) 0 3(4.6) 
2 11(61.1) 18(27.7) 7(38.9) 41(63.1) 0 4(6.2) 
3 16(88.9) 35(53.8) 2(11.1) 26(40) 0 2(3.1) 
4 2(11.1) 17(26.2) 15(83.3) 39(60) 1(5.6) 8(12.3) 
5 0 13(20) 9(50) 32(49.2) 7(38.9) 18(27.7) 
6 12(66.7) 28(43.1) 6(33.3) 34(52.3) 0 2(3.1) 
7 1(5.6) 20(30.8) 14(77.8) 41(63.1) 3(16.7) 3(4.6) 
8 12(66.7) 34(52.3) 6(33.3) 29(44.6) 0 1(1.5) 
9 0 15(23.1) 7(38.9) 39(60) 7(38.9) 9(13.8) 
10 7(38.9) 26(40) 11(61.1) 35(53.8) 0 2(3.1) 












































表 5 教師監督下で希望する日本語学習内容（A、B 社合計） 
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